
こどもの未来部会の主なテーマ
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１ 子育て支援・環境づくり

２ 教育支援・環境づくり



現状 －子育て支援・環境づくり－

 区内の少子化が急速に進行中
年少人口(15歳未満)の割合

2045年には23番目/24区 7.2% 
2015年比較▲5000人 ▲2.1%
※2015年 20番目/24区 9.3%

 安心して子育てできる環境が整っていない、子育てが地域や
社会に支えられていないと感じる方が一定割合存在

 育児不安やストレスを感じた際に相談できる相手がおらず、
孤立化によって様々な問題へと発展
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これまでの取組み① －子育て支援・環境づくり－

25子育て相談・支援と情報発信(広報いくの)



これまでの取組み② －子育て支援・環境づくり－

26

子育てが楽しくなる仕掛けづくり



これまでの取組み③ －子育て支援・環境づくり－

27
子育て支援機関等と連携し、適切な機関につなげる



安心して子育てができるよう、子育て支援情報に容易に
アクセスできる環境の整備

孤立化しがちな子育て世帯などが気軽に相談や交流できる
ような機会の提供

地域ぐるみで子育てが支援できるネットワークづくり

背景にある課題 －子育て支援・環境づくり－
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こどもの未来部会の主なテーマ

29

１ 子育て支援・環境づくり

２ 教育支援・環境づくり



現状 －教育支援・環境づくり－

 自主学習習慣の確立を含め学校外での学びの機会が不足

 学校の取組だけでは子どもに多様な学びの機会を十分に
提供することが難しい
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これまでの取組み① －教育支援・環境づくり－
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民間事業者等を活用した課外授業「いくの塾」

生きるチラカまなびサポート事業

学びの支援事業



これまでの取組み② －教育支援・環境づくり－
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IKUNO未来教育ネットワーク

桃谷中学校・生野未来学園 桃谷中学校 田島中学校



変化の激しい時代で子どもたちの生きる力を育成

背景にある課題 －教育支援・環境づくり－
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まちの未来部会の主なテーマ

34

１ まちの魅力を高める

２ シティプロモーション



現状 －まちの魅力を高める－

 区内の少子・高齢化、人口減少が急速に進行
年少人口(15歳未満)の割合

2045年には23番目/24区 7.2% 
2015年比較▲約5,000人 ▲2.1%
※2015年 20番目/24区 9.3%

生産年齢人口(15～64歳)の割合
2045年には21番目/24区 57.9% 

2015年比較▲約26,000人 ▲7.4%
※2015年 16番目/24区 51.9%

 空き家の増加

 製造業の事業所数・従業員数の減少傾向
35



これまでの取組み① －まちの魅力を高める－
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ものづくりを身近に感じる

生野のものづくり技術の紹介



これまでの取組み② －まちの魅力を高める－
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これまでの取組み③ －まちの魅力を高める－
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学校跡地の活用

桃谷中学校
エリア

田島中学校
エリア

生野中学校
エリア

生野小学校（Ｒ4年3月閉校）
R4.9 事業予定者決定
R5.4～貸付開始

御幸森小学校（Ｒ3年3月閉校）
R3.10月事業者決定
R4.4月～貸付開始

大池中学校
エリア

事業者
(株)RETOWN

NPO法人
IKUNO・多文化ふらっと

事業内容 食を中心とした複合施設

事業者
グローバル・インディア
ン・エデュケーション(株)

事業内容
インターナショナル
スクール

林寺小学校（Ｒ4年3月閉校）
R4.10 事業予定者決定
R5.4～貸付開始

事業者
(株)バハールエデュケー
ション

事業内容
インターナショナル
スクール

生野南小学校（Ｒ4年3月閉校）
R4.10 事業予定者決定
R5.4～貸付開始

事業者 学校法人岡崎学園

事業内容
専門学校
通信制高校
日本語学校

活用対象の小学校



これまでの取組み④ －まちの魅力を高める－
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生野区のまちが有するソフト・ハードの多様な地域資源を
活かし、あるいは新たな資源を発掘し、組み合わせ、
様々なシナジー効果を生み出す

生野のまちにヒト・モノ・富が好循環し、新たな担い手が
生み出され、それぞれの「持ち場」を広げる

背景にある課題 －まちの魅力を高める－
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まちの未来部会の主なテーマ

41

１ まちの魅力を高める

２ シティプロモーション



現状 －シティプロモーション－

 生野区にはソフト・ハードの両面で多様な魅力資源が存在

 R4区民アンケートで、「生野区のまちが多彩な魅力あるまち
と感じる」と回答した区民の割合は約60%

 さらに「生野区のまちに愛着を感じる」と回答した区民の割
合は約80%近くになる

 一方で、「生野区が様々な人が訪れたい、住んでみたいま
ち」だと回答した区民の割合は約50%まで落ちる
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これまでの取組み① －シティプロモーション－
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これまでの取組み② －シティプロモーション－
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生野区のまちに訪れたい、住んでみたいと内外に認知

生野区が持続可能なまち、発展していくまちになる

2025大阪・関西万博の開催というビックチャンスを逃さない

背景にある課題 －シティプロモーション－
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